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１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 144,578 △6.1 3,465 239.4 3,858 186.9 2,667 148.6
2026年３月期第１四半期 154,034 2.1 1,021 △58.2 1,344 △51.8 1,073 △58.9

(注) 包括利益 2027年３月期第１四半期 3,099百万円( 442.9％) 2026年３月期第１四半期 570百万円(△71.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 43.10 －
2026年３月期第１四半期 17.22 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 200,007 122,411 58.0
2026年３月期 212,048 122,709 54.7

(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 115,999百万円 2026年３月期 115,935百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 50.00 － 50.00 100.00
2027年３月期 －
2027年３月期(予想) 50.00 － 50.00 100.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 620,000 1.4 12,000 △2.9 13,000 △3.3 8,200 △10.8 132.51

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 63,000,000株 2026年３月期 63,000,000株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 1,117,637株 2026年３月期 1,117,587株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 61,882,363株 2026年３月期１Ｑ 62,321,630株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料3ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。

決算補足説明資料の掲載先URL:https://www.san-ai-obbli.com/ir/result/
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、航空燃料の需要は底堅く推移したもの

の、イラン情勢に伴う原油価格の乱高下や政府による中東情勢を踏まえた緊急的激変緩和措置などにより、国内石

油製品の市況は不安定に推移した。

こうしたなか、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、石油製品の販売数量の減少により

前年同期比6.1％減の1,445億78百万円となった。営業利益は、連結子会社であるキグナス石油株式会社の収益性回

復や化学品関連事業の増益などにより前年同期比239.4％増の34億65百万円、経常利益は前年同期比186.9％増の38

億58百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比148.6％増の26億67百万円となった。

セグメントの業績は次のとおりである。

石油関連事業における売上高は、石油製品の販売数量の減少により前年同期比9.1％減の1,187億13百万円となっ

た。セグメント利益は、前事業年度に一部取引で収益性の悪化がみられたキグナス石油株式会社の業績が回復に向

かったことにより14億７百万円（前年同期は５億18百万円のセグメント損失）となった。

化学品関連事業における売上高は、防腐・防かび剤における高付加価値商品の拡販や石油系溶剤等の駆け込み需

要などにより前年同期比26.2％増の39億34百万円、セグメント利益は前年同期比82.6％増の５億25百万円となっ

た。

ガス関連事業における売上高は、LPガス販売価格の上昇により前年同期比10.3％増の162億88百万円となった。セ

グメント利益は、在庫評価の影響により前年同期比19.2％増の７億89百万円となった。

航空関連事業における売上高は、航空燃料取扱手数料の単価上昇により前年同期比4.1％増の43億６百万円、セグ

メント利益は前年同期比3.6％増の13億43百万円となった。

その他事業における売上高は、建設工事業の受注が減少したことにより前年同期比10.3％減の13億36百万円とな

った。セグメント利益は、金属製品等の洗浄・表面処理業の受注増加により前年同期比157.4％増の３億60百万円と

なった。

（２）当四半期の財政状態の概況

① 資産、負債、純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ120億40百万円減少し、2,000億７

百万円となった。これは主に、現金及び預金が減少したことによるものである。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ117億43百万円減少し、775億95百万円となった。これは主に、支払手形

及び買掛金およびその他流動負債が減少したことによるものである。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億97百万円減少し、1,224億11百万円となった。これは主に、配当金

の支払いにより利益剰余金が減少したことによるものである。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の54.7％から58.0％となった。

② キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べ102億46百万円減少し391億52百万円となった。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりである。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、使用した資金は42億39百万円となった。これは主に、仕入債務および法人税等の支払いによ

るものである。なお、前年同期は50億21百万円の資金の獲得であった。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は21億51百万円となった。これは主に、有形固定資産の取得によるものであ

る。なお、使用した資金は前年同期比56億34百万円減少している。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は38億55百万円となった。これは主に、配当金の支払いによるものである。な

お、使用した資金は前年同期比２億45百万円増加している。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、2026年５月14日に公表した数値を修正していない。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 48,728 39,469

受取手形、売掛金及び契約資産 40,444 37,487

有価証券 1,000 －

商品及び製品 9,623 10,878

仕掛品 26 86

原材料及び貯蔵品 160 183

その他 1,185 1,292

貸倒引当金 △193 △186

流動資産合計 100,974 89,211

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 77,872 78,624

減価償却累計額 △55,518 △55,940

建物及び構築物（純額） 22,353 22,683

機械装置及び運搬具 40,120 40,179

減価償却累計額 △31,811 △32,046

機械装置及び運搬具（純額） 8,309 8,132

土地 18,925 18,827

その他 14,049 14,399

減価償却累計額 △5,703 △5,783

その他（純額） 8,345 8,615

有形固定資産合計 57,933 58,259

無形固定資産

のれん 2,169 2,060

顧客関連資産 167 163

その他 4,956 4,848

無形固定資産合計 7,294 7,071

投資その他の資産

投資有価証券 14,539 14,063

退職給付に係る資産 4,945 5,140

差入保証金 25,165 25,174

その他 1,849 1,738

貸倒引当金 △653 △652

投資その他の資産合計 45,846 45,464

固定資産合計 111,074 110,796

資産合計 212,048 200,007
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 46,511 41,996

短期借入金 650 400

１年内返済予定の長期借入金 638 633

未払法人税等 3,026 740

賞与引当金 1,891 917

役員賞与引当金 84 22

完成工事補償引当金 0 0

資産除去債務 40 40

その他 20,265 16,215

流動負債合計 73,109 60,967

固定負債

長期借入金 1,628 1,571

役員退職慰労引当金 185 180

特別修繕引当金 279 293

退職給付に係る負債 245 249

資産除去債務 966 967

その他 12,924 13,365

固定負債合計 16,230 16,627

負債合計 89,339 77,595

純資産の部

株主資本

資本金 10,127 10,127

資本剰余金 2,530 2,699

利益剰余金 101,592 101,166

自己株式 △2,169 △2,169

株主資本合計 112,081 111,823

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,447 4,778

土地再評価差額金 △757 △757

退職給付に係る調整累計額 164 154

その他の包括利益累計額合計 3,854 4,176

非支配株主持分 6,773 6,412

純資産合計 122,709 122,411

負債純資産合計 212,048 200,007
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高

商品売上高 153,310 144,060

完成工事高 724 518

売上高合計 154,034 144,578

売上原価

商品売上原価 140,743 128,797

完成工事原価 640 417

売上原価合計 141,383 129,215

売上総利益 12,651 15,363

販売費及び一般管理費 11,630 11,897

営業利益 1,021 3,465

営業外収益

受取利息 42 84

受取配当金 235 194

仕入割引 77 93

軽油引取税交付金 21 21

貸倒引当金戻入額 5 6

その他 78 69

営業外収益合計 462 471

営業外費用

支払利息 27 40

売上割引 54 －

支払手数料 48 －

その他 9 38

営業外費用合計 138 78

経常利益 1,344 3,858

特別利益

固定資産売却益 3 2

投資有価証券売却益 － 345

特別利益合計 3 347

特別損失

固定資産除売却損 21 57

特別損失合計 21 57

税金等調整前四半期純利益 1,326 4,148

法人税、住民税及び事業税 594 1,059

法人税等調整額 △183 276

法人税等合計 411 1,336

四半期純利益 915 2,812

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△157 144

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,073 2,667
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(四半期連結包括利益計算書)

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 915 2,812

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △368 296

退職給付に係る調整額 24 △9

その他の包括利益合計 △344 286

四半期包括利益 570 3,099

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 748 2,988

非支配株主に係る四半期包括利益 △177 110
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,326 4,148

減価償却費 1,341 1,303

のれん償却額 119 106

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 △7

賞与引当金の増減額（△は減少） △897 △974

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △56 △62

退職給付に係る資産又は負債の増減額（△は減
少）

△59 △204

受取利息及び受取配当金 △355 △373

支払利息 81 40

有形固定資産除売却損益（△は益） 15 54

投資有価証券売却損益（△は益） － △345

売上債権の増減額（△は増加） 7,581 2,956

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,007 △1,338

その他の流動資産の増減額（△は増加） △158 △75

営業保証金・破産債権の増減額（△は増加） 5,971 △1

仕入債務の増減額（△は減少） △9,931 △4,514

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,293 △2,119

その他 △90 △167

小計 7,181 △1,572

利息及び配当金の受取額 268 288

利息の支払額 △90 △65

法人税等の支払額 △2,339 △2,889

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,021 △4,239

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,021 △29

投資有価証券の取得による支出 △50 △0

投資有価証券の売却及び償還による収入 50 1,218

有形固定資産の取得による支出 △1,684 △3,309

有形固定資産の売却による収入 207 89

無形固定資産の取得による支出 △172 △131

その他 △115 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,785 △2,151

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △250

長期借入金の返済による支出 △122 △62

自己株式の取得による支出 △0 △0

非支配株主への配当金の支払額 △213 △62

配当金の支払額 △3,116 △3,094

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△5 △240

その他 △151 △147

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,610 △3,855

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,374 △10,246

現金及び現金同等物の期首残高 40,288 49,399

現金及び現金同等物の四半期末残高 33,913 39,152
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報等の注記)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

石油関連
事業

化学品
関連事業

ガス関連
事業

航空関連
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 130,528 3,117 14,761 4,136 1,489 154,034 － 154,034

セグメント間の内部
売上高または振替高

420 83 12 0 341 858 △858 －

計 130,949 3,201 14,774 4,137 1,830 154,893 △858 154,034

セグメント利益または
損失(△)

△518 287 662 1,296 139 1,868 △523 1,344

（注）１．セグメント利益または損失(△)の調整額△523百万円には、セグメント間取引消去25百万円お

よび各報告セグメントに配分していない全社利益△548百万円が含まれている。全社利益は主に

報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、営業外収益および営業外費用である。

２．セグメント利益または損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

石油関連
事業

化学品
関連事業

ガス関連
事業

航空関連
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 118,713 3,934 16,288 4,306 1,336 144,578 － 144,578

セグメント間の内部
売上高または振替高

624 80 14 0 892 1,611 △1,611 －

計 119,337 4,014 16,302 4,306 2,228 146,189 △1,611 144,578

セグメント利益 1,407 525 789 1,343 360 4,425 △566 3,858

（注）１．セグメント利益の調整額△566百万円には、セグメント間取引消去△73百万円および各報告セ

グメントに配分していない全社利益△492百万円が含まれている。全社利益は主に報告セグメン

トに帰属しない販売費及び一般管理費、営業外収益および営業外費用である。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。
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(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項なし。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項なし。

(重要な後発事象)

重要な自己株式の取得

当社は、2026年８月６日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、以下の通り自己株式取得に係る事項を決議した。

１．自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため。

２．取得内容

（１）取得対象株式の種類 当社普通株式

（２）取得し得る株式の総数 1,000千株（上限）

(発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合1.62％)

（３）株式の取得価額の総額 2,300百万円（上限）

（４）取得期間 2026年８月７日～2026年12月31日

（５）取得方法 東京証券取引所における市場買付


